
４
月
１
日
（
土
）
、
静
岡
市

平
和
委
員
会
は
、
国
民
救
援
会

静
岡
支
部
と
と
も
に
、
「
共
謀

罪
」
学
習
会
を
シ
ズ
ウ
ェ
ル
で

開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
34

人
。
み
ん
な

で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

見
た
後
、
諏

訪
部
史
人
弁

護
士
の
講
演

を
聞
き
ま
し

た
。
諏
訪
部

弁
護
士
は
、

次
の
よ
う
に

語
り
ま
し
た
。

《

実
際
に

や
っ
て
い
な

く
て
も
や
っ

た
こ
と
に
さ

れ
て
処
罰
さ

れ
る
法
律
。

内
心
は
罰
せ

ず
と
い
う
近

代
刑
法
の
原

則
に
背
く
も

の
。
こ
の
法

律
は
①
テ
ロ

防
止
に
必
要

な
も
の
で
は

な
い
。
日
本
に
は
、
テ
ロ
を
取

り
締
ま
る
法
律
が
あ
る
。
殺
人
・

強
盗
・
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
な
ど
予

備
・
準
備
の
段
階
で
対
応
で
き

る
。
日
本
に
は
、
他
国
に
な
い

銃
砲
刀
剣
類
所
持
の
禁
止
と
い

う
法
律
も
あ
る
。
②
国
際
越
境

組
織
犯
罪
防
止
条
約
（
パ
レ
ル

モ
条
約
）
が
批
准
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
も
ウ
ソ
。
共
謀
罪
が

な
い
１
０
０
余
り
の
国
で
も
批

准
は
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
も
そ

も
こ
の
条
約
は
、
マ
フ
ィ
ア
な

ど
の
組
織
犯
罪
に
対
応
す
る
も

の
で
、
テ
ロ
対
策
の
も
の
で
は

な
い
。
③
そ
れ
で

は
何
を
狙
っ
て
い

る
の
か
、
国
民
全

体
を
監
視
す
る
、

相
互
に
監
視
し
あ

う
。
そ
の
萎
縮
効

果
に
よ
っ
て
、
政

権
に
逆
ら
う
人
を

な
く
す
。
④
捜
査

の
仕
方
も
電
話
・

メ
ー
ル
な
ど
の
盗

聴
や
ス
パ
イ
、
し

か
も
そ
れ
ら
を
日

常
的
に
行
う
。
監

視
社
会
・
監
視
国
家
が
到
来
す

る
。
日
本
を
戦
争
に
追
い
込
ん

だ
治
安
維
持
法
を
復
活
さ
せ
る

も
の

》

こ
の
よ
う
な
講
演
、
意
見
交

換
の
あ
と
、
三
輪

矩
正
事
務
局
長
か

ら
「
『
共
謀
罪
』

の
創
設
に
反
対
す

る
全
国
統
一
署
名
」

（
全
国
総
が
か
り

行
動
実
行
委
員
会

な
ど
が
提
起
）
に

全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
も
う
」
と
い

う
行
動
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

４
月
６
日
、
自
民
・
公
明
は

こ
の
法
案
を
国
会
に
提
出
し
、

今
国
会
で
の
成
立
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。

５
月
末
を
目
標
に
み
ん
な
で
こ

の
署
名
に
取
り
組
み
、
急
速
に

運
動
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

（
合
戸

政
治
）
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琉
球
新
報
社
記
者
さ
ん
の
お

話
「
沖
縄
で
今
何
が
起
き
て
い

る
の
か
」
で
し
た
。

今
、
沖
縄
で
が
ん
ば
る
年
配

の
人
達
に
頭
が
下
る
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
オ
ス
プ
レ
イ
が
危
険
な
ヘ
リ
で
米
海
軍

は
使
っ
て
い
な
い
事
。
沖
縄
の
基
地
返
還
に
は
、
新

基
地
を
作
ら
せ
る
事
が
条
件
に
な
っ
て
い
た
事
等
、

そ
う
な
ん
だ
！
と
改
め
て
怒
り
心
頭
。

沖
縄
の
人
達
は
あ
の
戦
争
体
験
か
ら
「
軍
隊
は
住

民
を
守
ら
な
い
」
「
本
土
の
捨
石
に

さ
れ
た
」
「
基
地
が
あ
れ
ば
標
的
に

さ
れ
る
」
と
、
本
土
の
人
達
と
は
歴

史
認
識
が
違
う
と
い
う
事
で
し
た
。

２
０
１
３
年
、
沖
縄
か
ら
「
建
白

書
」
を
持
っ
て
上
京
し
た
代
表
者
ら

は
「
売
国
奴
」
な
ど
と
罵
声
を
浴
び

せ
ら
れ
た
。
そ
れ
を
見
て
い
た
人
達

も
傍
観
し
て
い
た
だ
け
。
こ
の
状
況

を
み
て
沖
縄
の
人
達
は
、
本
土
の
人

達
に
「
基
地
は
い
ら
な
い
」
の
声
を

さ
ら
に
強
め
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
と

い
う
。

軍
事
費
が
教
育
費
に
匹
敵
す
る
五
兆
二
千
億
円
に

も
な
っ
た
今
、
黙
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。

人
権
感
覚
を
磨
き
、
夢
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
内

向
き
志
向
か
ら
の
脱
却
が
必
要
と
い
う
お
話
で
し
た
。

終
戦
の
年
四
月
七
日
、
戦
艦
大
和
が
沖
縄
で
撃
沈
。

ま
さ
に
そ
の
日
に
、
私
は
生
を
受
け
ま
し
た
。
運
命

を
感
じ
ま
す
。
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
が
起
き
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
！
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非核・平和集会に参加して
― 黒田 久予 ―
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― 黒田 久予 ―

平和の行動 ４月～５月

４月27日 13:00～22:00 オスプレイ訓練監視行動 キャンプ富士前県道

28日 13:00～22:00 オスプレイ訓練監視行動 キャンプ富士前県道

28日 9:30～10:30 ヒバクシャ署名行動 丸子大多々羅不動尊

５月３日 10:00～12:00 ５.３総がかり行動 常盤公園

３日 13:30～16:30 憲法を考える市民の集い アザレア

９日 12:00～13:00 共謀罪宣伝・署名 青葉公園前

10日 12:00～13:00 共謀罪宣伝・署名 １０９ビル前

19日 18:00～ 静岡アクション 宣伝・パレード 青葉公園前

24・25日 2017年原水爆禁止平和行進
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19日 18:00～ 静岡アクション 宣伝・パレード 青葉公園前

24・25日 2017年原水爆禁止平和行進 共謀罪宣伝チラシ２０００枚
作りました。活用ください。
共謀罪宣伝チラシ２０００枚
作りました。活用ください。

シズウェルで開催された「共謀罪」学習会シズウェルで開催された「共謀罪」学習会



３
月
30
日
、
「
浜
岡
原
発
の

再
稼
働
を
認
め
な
い
で
！
静
岡

県
一
斉
署
名
」
実
行
委
員
会
は
、

県
知
事
あ
て
の
標
記
の
署
名
21

万
５
千
２
百
３
筆
（
今
回
は
４

万
２
千
７
百
96
筆
。
前
回
の
２

０
１
５
年
11
月
17
日
、
17
万
２

千
４
百
７
筆
に
上
積
み
）
を
提

出
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
は
、
「
浜
岡
原

発
廃
炉
・
日
本
か
ら
原
発
を
な

く
す
静
岡
県
連
絡
会
」
、
浜
岡

原
発
再
稼
働
に
反
対
す
る
地
域

の
会
な
ど
28
団
体
で
構
成
。
三

上
元
・
元
湖
西
市
長
が
賛
同
人

に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
応
し
た
の
は
、
県
危
機
管

理
部
の
外
岡
達
朗
部
長
。
「
皆

さ
ん
の
意
見
や
思
い
を
し
っ
か

り
と
知
事
に
伝
え
ま
す
」
と
語

り
ま
し
た
。

こ
の
署
名
運
動
は
、
２
０
１

４
年
９
月
２
日
、
県
内
各
市
町

で
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
静
岡
市

で
も
２
０
１
５
年
１
月
21
日
、

「
静
岡
会
議
」
を
結
成
、
街
頭

や
地
域
や
保
育

園
な
ど
で
署
名

活
動
を
続
け
、

静
岡
市
平
和
委

員
会
は
、
こ
の

運
動
に
当
初
か

ら
参
加
し
て
き

ま
し
た
。

中
部
電
力
は

現
在
、
浜
岡
原

発
の
３
号
機
と

４
号
機
の
再
稼

働
を
目
指
し
、

原
子
力
規
制
委

員
会
の
新
規
制

基
準
適
合
審
査
の
申
請
を
し
て

い
ま
す
。
浜
岡
原
発
が
、
予
想

さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
に
よ
る
巨

大
地
震
の
震
源
域
の
真
上
に
あ

り
、
建
屋
の
下
に
は
Ｈ
断
層
が

あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
昨

年
原
発
の
東
側
２
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
地
点
に
新
た
な
活
断
層
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
規

制
委
員
会
は
、
こ
の
３
月
27
日
、

28
日
こ
れ
ら
の
断
層
の
調
査
に

入
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
規

制
委
は
「
デ
ー
タ
の
追
加
を
求

め
た
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

川
勝
県
知
事
も
、
「
現
状
で

は
再
稼
働
で
き
る
条
件
は
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
使
用
済
み
核
燃

料
の
行
き
場
が
な
い
」
と
し
て

い
ま
す
。
地
元
自
治
体
の
承
認

が
な
け
れ
ば
、
再
稼
働
は
大
変

困
難
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
静

岡
県
知
事
が
再
稼
働
を
承
認
し

な
い
よ
う
に
私
た
ち
の
運
動
を

さ
ら
に
強
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
（
合
戸

政
治
）

今
、
静
岡

市
平
和
委
員

会
は
、
こ
の

７
月
国
連
で

の
核
兵
器
禁

止
条
約
の
締

結
を
め
ざ
し

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
」

に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

会
員
一
人
10
筆
以
上
集
め

よ
う
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す

が
、
会
員
か
ら
郵
送
な
ど
で

集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

の
一
人
、
北
山
禮
子
さ
ん
は

次
の
よ
う
な
メ
モ
を
添
え
て
、

集
め
た
署
名
を
送
っ
て
き
て
く

れ
ま
し
た
。

「
平
和
委
員
会
様

国
連
に
共
産
党
の
志
位
委
員

長
が
核
兵
器
を
な
く
し
ま
し
ょ

う
と
訴
え
た
こ
と
や
、
被
爆
者

の
方
が
幼
少
に
受
け
た
こ
の
核

兵
器
の
む
ご
さ
を
訴
え
る
姿
を

見
て
、
こ
の
方
の
一
生
に
、
私

た
ち
の
で
き
る
こ
と
は
な
ん
な

の
か
と
考
え
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
ス
タ
ッ
フ
や
利
用
者
さ
ん
に

伝
え
ま
し
た
。
署
名
用
紙
を
送

り
ま
す
。
」

＊
北
山
さ
ん
は
長
期
に
渡
っ
て

リ
ハ
ビ
リ
中
で
す
。
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原
発
の
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！
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」
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５
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２
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３
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７
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０
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５
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７
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）
を
提
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員
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岡
原
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岡
県
連
絡
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」
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浜
岡

原
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再
稼
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す
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地
域
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会
な
ど
28
団
体
で
構
成
。
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上
元
・
元
湖
西
市
長
が
賛
同
人
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な
っ
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す
。
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県
危
機
管
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岡
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。
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署
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委
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何か一歩、踏み出そう

私は64歳。私は考える。今の世の中

は何が起こっても不思議ではない。殺

人事件、変な交通事故、世界情勢、テレビ新聞をにぎ

わしている。何がそうさせているだろう。私は政治が

悪いのだろうと考える。大学を卒業して就職しても一

人では暮らせない人。払いきれない奨学金を抱えてい

る人。正社員として働けなく、結婚できないどころか、

遊びすらせいせいできない人もいっぱいいる。社会の

動きも大企業ありきの政治。その中にある９条破壊、

共謀罪などの問題を起こしている。

今、一人ひとりが勉強をし、考えなければならない

時に来ている。みんな幸せにならなければ、平和は訪

れない。誰かが言った言葉で、「小学生でさえも一日

４、５時間勉強をしている」と。大人がもっと頑張っ

て勉強し、明るい未来を考えなければ、今よりもっと

もっと暗い世の中になってしまうだろう。一人ひとり

が、何をしたらよいのか、何が出来るのかと、一歩踏

み出すことをしなければ、幸せも平和もやってこない。

ただ流されてゆくのも人生だし、何かをやるのも人生。

無理をすることもないし、無理をしたくなることもあ

るのではないだろうか。

ところで、私は何をしたらよいのだろう。たいした

こともできないだろうが、今の私は家族、子どもたち

の事をしっかり見ていきたい。隣近所の事など無関心

にならないでいくこと位、私にもできるのかなあと思っ

ています。下手な文章ですけれど、これを読んでくれ

たあなたも一緒に考えてみましょう。

大谷 望月 金一
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浜
岡
原
発
の
再
稼
働
を
認
め
な
い
で
！
署
名

21
万
５
千
２
百
３
筆
を
提
出
！
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